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厚別西地区で自主的な健康づくりに

取り組む「あつべつ西けんこう隊」が

企画し、まちづくりセンターが協力し

て８月３１日（日）に実施した「三世

代健康づくり交流事業 芸術の森と豊

平川さけ科学館をめぐるウォーキン

グ」に、４歳から８３歳までの８７名

が参加しました。 

当日は天候にも恵まれ、参加者は芸

術の森「野外美術館」などで快い汗を

かきながら、心と体をリフレッシュし

ていました。 

なお、冬季間においても健康づくり

交流事業を企画しますので、多くの

方々の参加をお待ちしております。 

 

    

 

７５歳以上のお年寄りを招いた敬老

祝賀会が、９月６日（土）に厚別西会

館（主催：厚別西厚信会）で、また、９月

１５日（祝・月）に森林公園会館（主催：

森林公園町内会）でそれぞれ開催され、

両会場合わせて２４４名の方が元気な

顔を見せました。 

 
厚別西会館では、地元で活躍する本陣

寿太鼓やフラダンス、日本舞踊の演芸

が披露され、また、森林公園会館では、

厚別北小学校の２年生による踊りや作

文朗読などが行われ、楽しい雰囲気の

中で祝賀会が進められました。 

参加者は踊りや子どもたちからたく

さんの元気をもらい、来年の再会を誓

っていました。 

まちづくりセンター 

だ よ り 第1１号 

三世代健康づくり交流事業として

「芸術の森」などをウォーキング 

敬老祝賀会が開催されました。 

アートホール前にて 

森林公園会館での様子 

【裏面に続きます。】 



 

 

 

今回で２２回目を数えた「ミステリ

ー列車の旅」は、９月２０日（土）に

ＪＲの森林公園駅と厚別駅から小学生

４１８名を含む総勢４６９名が乗り込

んで始まりました。 

だれと席が隣合わせになるか分から

ず、座った当初は不安な表情だった子

どもたちも、あっという間に仲間づく

りに成功し、列車の中は子どもたちの

歓声がこだましていました。 

 
今回の目的地は、追分の「鹿公園」。

近くには安平町鉄道資料館もあり、子

どもたちは、ジュニアリーダーの指導

でゲームを楽しんだり、スタンプラリ

ーに夢中になったり、小川でカエルや

小魚を捕まえたりしながら、体いっぱ

いに自然を満喫していました。 

 

 

 

 

６月２１日の第９回厚別西地区まちづ

くり会議で今年度の取組みとして実施を

決めた「防火・防災に関する知識や災害

時の行動を学ぶための体験学習見学会」

を１１月１１日（火）に行いました。 

見学先は、①札幌管区気象台と②札幌

市民防災センターの２か所で、厚別西地

区の８町内会の役員の方々を中心に３８

名が参加しました。 

参加者は、気象台で最新の気象観測設

備や気象のメカニズムを学び、市民防災

センターで地震や煙避難などの体験を行

い、改めて防災意識を高めていました。 

 
 

今年の「ミステリー列車の旅」は 

座席もミステリーでした。 

気象台と市民防災センターを見学し

ました。 

おめでとうございます。 

・山本地区が明治４１年の開墾以来、開基

百年を迎えました。（記念式典：9月 27日） 

・札幌市立あつべつきた幼稚園が開園２０

周年を迎えました。（お祝い会：10月 31日） 

・厚別西連合町内会の植松貞三会長が今年

度の札幌市自治振興功労者として表彰さ

れました。（表彰式：11月 17日） 

・森林公園町内会の松田忠信さんが海上保

安功労者として叙勲を受賞しました。 

 （受賞式：11月 17日） 

鹿公園のイベント広場にて 

Ｄ５１機関車を見学 

市民防災センターにて 

※この「たより」は、各町内会のご協力により回覧していただいております。 
 


